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学習指導要領の三つの柱の考え方に基づいた
授業づくりの手順と条件
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「知識及び技能」 → 他者（教師、友だち、教材教具）から学ぶ、未知の課題を解決するための基盤となる具体的な教科の指導内容やそれらを習得したと判断できる技能的な姿

「思考力・判断力・表現力等」 → 具体的状況の中で習得した知識及び技能を活用し、思考から判断の過程を経た結果、未知の課題を解決する姿

「学びに向かう力・人間性等」 → 知識及び技能の習得や活用の仕方を身につけるという学習の目的に向かって自ら進んで活動する姿

「場面」 → 知識及び技能を習得すると予想される具体的な場面

「わかること」 → 目には見えない教科の指導内容やそれらを習得するために理解・実感する必要のある事柄

「できた姿」 → 知識を習得したと判断するための児童生徒の姿

「具体的状況」 → 未知の課題に取り組むときの具体的な状況

「未知の課題」 → 知識及び技能を選択・適合したり、組み合わせたりすることで解決できる課題

「表出像」 → 思考から判断の過程を経た結果、未知の課題を解決する児童生徒の姿

「展開」 → 知識及び技能を習得するための学習活動

「発展」 → 知識及び技能の定着を図ったり、習得した知識及び技能を活用して未知の課題を解決したりするための学習活動

「教材」 → 指導内容に従って意図的に設定する必要のある教育課程を構成する内容的素材

用語の定義














